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　　泉区から始まり、瀬谷区、神奈川区、旭区の4区で環境事業局やボランティアとリサイクルデザイナーが手

　を組んで行なっている資源回収の拠点、それがセンターリサイクルです。ここでは集団回収でおなじみの新聞紙、

　ダンボールはもちろん、現在、市の資源回収で集められていない古着・古布やリターナブルびん、白色トレー

　なども回収しています。そして7月から新しく青葉区でもこのセンターリサイクルが始まりました。平成22年

　度から始まるこみ減量作戦G30の布石ともいえるセンターリサイクルの現状と、これからを追ってみました。
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蝶定着している　エコライフかながわの活動

　準備に1年半がけて2年前の平成13

年から月1回、第2日曜日にこみの減量

化と、集団回収のない地域に資源回収

を根付かせる活動として始まりました。

神奈川区の反町公園で地域のボランテ

　　　　　　麟

　「ここに資源物を持ちこむのは40，

50代の人が多いですね。一番環境やリ

サイクルに関心がある年代なのかもしれ

ません。だいたいがリピーターで月1回

の回収日に200組ほど来場します。家

族でどこかに出かける前にちょっと寄っ

て置いて行くとか。回収量は新聞　雑誌

などの古紙が1トン～1トン半、衣類は4，

5，9，10月の衣替えの時期が多く2ト

ンにもなります。量は始めた当初とそれ

ほど変わりませんが、集団回収に比べる

と禁忌品の入る量は少なくなりました。

それはやはり持ち込む人たちと直接話し

をするので『これは資源回収できないん

ですよ』とコミュニケーションできるか

らではないでしょうか」

　自転車で古着の入ったビニール袋を盆

画、
欄
撃

イア団体「エコライフかながわ」の主催

で行っています。ボランティアは地元の

人や学生、約80名で構成されています。

　6月8日（日）神奈川区役所側の道路

に沿った公園敷地内に古着や古布を載

せる2トン車と新聞、雑誌、ダンボール

を載せる2トン車が止まり、エコライフ

臨監灘。

▲荷物を運ぶエコライフかながわ

　のボランティア

「捨てるのがもったいなくて…」

リピーターが多く毎回200組ほどが来場する
ってきた小学校6年生の男の子は、　「月

に1度、毎回来ています。いつもは車で

来ているんだけど、今日はお祭りだから

苺悩みぱ情報を知らせる時間が少ないこと

　運び込む荷物の重さからでしょうかワ

圧倒的に車での来場が多いようです。

とはいっても公園脇の道路は駐車禁止。

特別に車を止めることを許されている

とはいえ、停車して荷物を下ろして発

進するまでほんの数十秒です。

　「この場所での悩みは、ほんの少し

の時間の中で資源回収に関する情報を

お知らせしなければならないということ。

もっと地域の皆さんとこみの減量と資

源化について話せる場になればいいと

思っているのですが」とりサイクルデ

かながわの黄色いのぼりがはためきます。

そこへ朝10時から次々と車が横付けされ、

束ねた古新聞や古着の入ったビニール

袋が下ろされます。それをボランティ

アやリサイクルデザイナーが手渡しで

受け取り、トラックへと運びます。

　エコライフかながわのボランティア

に話を聞きました。

　　　　　。麹

通行止めになっていて車で来られなくて

　」ですって。

　　　　　　　　　　　　　　　静

ザイナー。

　「あ～よかった。間に合った」もう

そろそろ終わりかと思う時間に駆け込

みで古着を持ち込む人がいました。　「捨

てるのはもったいなくて　」その気持

ちがリサイクルへの第一歩です。

　この日は終了時間までに新聞　雑誌

などの古紙が1トン。古着などが2トン。

白色トレーが300枚。牛乳パックが

400枚。アルミ缶が60個収集されま
した。
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　　　　　組んで始まりました。

　天候のせいか、出足は今ひとつ。そ

れでも来場する車に向かって「おはよ

うこざいます」　「ありがとうございま

した」スタッフの声が大きく響きます。

来場した方に話を伺いました。

「地域に集団回収がないんです。前に

住んでいたところでは雑誌など、集団

回収に出していたのでこみに出すのは

抵抗があって。区報でセンターリサイ

クルのことを知って妬ました」

　「区のファイバーリサイクルで渡さ

れたチラシで知り、今日は古新聞を持

ってきました。いつもは子供会に出し

ているんですけど、出しそびれて溜ま

ってしまっていたのでちょうどよかっ

たです」取材をしていると「冬物の衣

料も出せるんですか？」の質問。さっ

そくリサイクルデザイナーの出番です。

「ここでは試験的に受け入れています。

汚れたり、破れたりしていなければ大

初日はあいにくの雨模様 ．麩撫

丈夫ですよ」の答えに「またぜひ利用

したいです」と、にっこり。

　青葉センターリサイクルでは、広い

場所で車を止めて話ができるのがメリ

蝶ゆくゆくは「リサイクル情報発1

　「G30の資源分別回収が本格的に始

動する前に、少しでもこみ減量になる

ようセンターリサイクルを利用しても

らいたいというのが基本です。でもこ

こではただ「資源を回収する場所』と

いうだけでなく、多くの人にこみの減

量につながるリサイクルのことを知っ

てもらい、正しい知識を持ってもらう『リ

サイクル情報発信の場所』にしていき

たいんですよ。大人はもちろん、子ど
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ット。市民とのコミュニケーションが

十分に取れそうです。

　　　　　　昌の場所」に齢

もたちにも。そのため、将来的には子

ども向けのリサイクル教室やリサイク

ルのパネル展示などのイベントも考え

ています。G30が始まった時、すぐに

市民のみなさんがきちんと資源を分別

して出せるようになったらいいなと。

ここに来ればリサイクルのプロがいて、

いろんな情報を教えてくれるとみんな

に知ってもらえたらと思います」とは

リサイクルデザイナーの話。

磯G30に関する分別収集の質問コーナーも設置したい齢

　子どもたちにも知らせたい。会場で

リサイクルに関するチラシを配るピン

クのうさぎのぬいぐるみもその活動の

一端でしょうか。わざわざ車から降り

て握手をする子どもの姿も見られました。

　9時半から始まり、12時に終了。途

中からは雨もやみましたが、環境事業

局の人は。　「本来は地域の集団回収を

利用して資源回収をするのですが、集

団回収がないところやあっても知らな

い人たちにセンターリサイクルを利用

してもらえたらと思います。いまだに

資源となるものがこみに出ていること

もあるのでそういったものが減ってい

けばいいですね。ゆくゆくはG30を念

頭に置いた分別収集の質問受け付けコ

ーナーなども設置していきたいです。

今日は来場者が少なくて残念ですが、

周知を行きわたらせてもっとリサイク

ルを進めていきたいと思っています」

と話していました。

　まだ始まったばかりの青葉センター

リサイクル。これからの催しに注目1

です。

センターリサイクルは、
　　リサイクルコミュニケーションの場です。

　資源を回収する方法には市の分別収

集や地域で行われる集団回収などがあ

ります。今回紹介したセンターリサイ

クルも資源回収の1つの方法です。し

かし、ほかと違うのは回収場所に出し

ておけば誰かが勝手に回収してくれる

のではなく、リサイクルデザイナーと

直接話しをして手渡しできるということ。

そこでのコミュニケーションは、私た

ちが普段「これは資源回収に出せるの

かなワどんな分別方法で出せばいいん

だろうつ回収されたものはどこにいく

のかな」などの疑問や質問に答えてく

れる場でもあるのです。

　センターリサイクルにかかわる横浜

市資源リサイクル事業協同組合では、

今後この『リサイクル情報発信の場』

としてのセンターリサイクルを全区に

広げたいと考えています。

　忘れちゃならないのは乙みとして出

すものを分別し、資源回収して減らす

ことはもちろん、資源として回収に出

す量も減らすこと。　「資源回収に出せ

るからいいわ」と大量に必要でないも

のを買い込むのはリサイクル道に反する

こと1ですよね。そこをふまえてセン

ターリサイクルを上手に活用しましょう。

・・1・7…38② 月刊リサイクルテザイン
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リサイクルデザインサポーターlS

初め囎譲鰍ドキミーティング

　本誌104号でお知らせした初の“リサイクルデザインサポーター「Sミーティング’が、6月

22日午後2時からフォーラム横浜国際ラウンジ（横浜ランドマークタワー13階）で開催され

ました。100号発行の記念を兼ねたこのイベントに愛読者30名が集まり、リサイクルにそそ

ぐ情熱を熱く語り合ってくれました。梅雨の晴れ間が広がる午後のひととき、間近に見える観

覧車とその向こうの水色の空が、まるでエールを送ってくれているようでした。

非拡大：細鱗イ．蔓に即したG3b講
堂　甲

　全員が4つのグループに分かれ横浜

市民としてG30にどう取り組んでいくが

℃30について横浜市に望むごどと

いうふたつテーマのうち、どちらかひと

つを選んで話し合うことになりました。

まずはなぜ今、これまでの焼却からいき

なり細かい分別へと路線が変わったのか、

について、環境事業局の家庭系こみ対策

課・福山課長に説明してもらいました。

「市の人口は、これまで増力口の一途でし

たが、2006年以降は減少の見込み。人

讐霧1懸

者責任を問う社会的コン

センサス、などを総合的にとらえ、

、∴講

遜♂
　　　諦

　　’

紳
¢
翻

轡
㌔
〆
幽

　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿臨謡魏＿冊＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲
　　　　　　　　　　　　　　　　こういつ

た時代に即した政策が必要になりました。そ

のひとつが、こみの削減を目的とする細かな

分別、ということなんです」

調閥懸欝

羅重選
時間を大幅に延長。でも、またまだ

意見は尽きません。今回騒騒疑しなか

ったアナタも、次回（未定てす、あ

しからず）はせひおいてくたさいね。

　　　　パ　ぜ　　よやはドド　　　　　　　　　　　　　　　　ゆか　　　ロベ

。意業績々》、スタッフたじ煮じ

　平成22年度におけるこみの排出量を、13年度に対し3096削減しようというG30に

ついて、反対する本誌サポーターはもちろんいません。しかし、それぞれの経験にもと

つく意見や要望、提案がありました。

●本誌を読んで古新聞やちらし以外の紙もリサイクルでき

ることがわかり．まさに目からうろこだった。こんな私で

も近所の人からはリサイクルに詳しいと思われているぐら

いだから、もっとPRが必要だ。

●市によっては、年に何回か市谷がごみ収集車に乗って実

際に収集を体験できるところがある。横浜市でも以前はで

簸たとも闘くが、どうなのか㌔実際に作業してみると、分

圧の必嚢性や集積場所の清潔度について、より親身に考え

られると悪う。（後日．市に問い合わせたところ「特に制

度はないが、目的や理由などを伝えれば、その都度審議し

可否を決定する」とのこと）

○出された物がどんなふうにリサイクルされているのかと

か、分別が徹底できていなかったため

これだけのものが結局埋め立てられた、

というような情報もほしい。

●G30について知らない人はまだとっても

多いし、それ以前に現在の大まかな分別さえ、

ほとんどできていないことも。できない理由

はモラルがなってないからばかりではなく、

知らないからとも書える、収集肇の放送で「埋

め立て地がもうすぐ満タンになり決すよ」と

漁ったり（笑）、ケーブルデレビなども利用してPRを。

○自分が知っていることをまず自分のとなζ｝にいる人に話

す、ということから始めよう。コミュニケーションが大事。

学校のカリキュラムに加え二二の出前二二など、子どもた

一ちへの環境教育は熱心にされている、子どもが親に伝えら

れるぐらいのわかりやすい情報がいい、

●環境絵日記は、ストレートに訴えがけてくるものがある。

子どもの二二な声は大人を動かす大きな力になるから、過

去の作鑛を誌上でもっと紹介してはどうか。

　みなさんスゴイ、おみそれしました。圧倒されたままお開きではナンなので、最後は組合の

中野聰恭会長が締めることにしましよう。

「様々な見方がありますが、G30というのは子が先か親が先かとか、行政が先か市民が先か、

ということではなくて、とにかくやらなければならいごとはやる、という姿勢が大切なのだと

思います。サポーターのみなさんはそのリーダーとして、ぜひ、がんばっていただきたいです」

月刊・サイクルデザイ・③ NOIO7　20038
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間で初めて
のi昌みの　が、減りました。

　　　市の施設に搬入されたこみの総量）が増

　　　え続け、平成13年度には、とうとう166

　　　万2干トン（横浜ランドマークタワー12

　　　杯分）を超えてしまいました。

（＿　　平成7年度から、行政によるびん・缶の

　　　分別収集を実施した後もこみは増え続け、

　　　このまま増え続けると、こみを焼却処理し

〆
、

　　　　　　　　　　（平成14年屋）

た後に発生する焼却灰などを埋立処分す

るための最終処分場（市内2カ所）が一

杯になるのではないかと、心配になるほ

どでした。ところが平成14年度の収集搬

入量は、約163万8干トンで、平成13年

度に比べると約2万4千トン（14596）

減少しました。（グラフ参照）

　収集搬入量とは、こみ排出量（こみ焼却

工場で焼却されたこみの量＋最終処分場

で直接埋め立てた量）と資源化量（資源

過去5年間の収集搬入量、こみ処理量推移単位＝トン㈲年比＝％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，554t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　、、　　　　収集搬入量
平成58t353t（5・52％）

10年度　1｛，541，773t（217％）

　　　14生003t（a76％）

禦9不白焼鯛。∴、1臨廟

平成628溺8！〈韻9鋤　叩網鍍t（4題鮒1
　　　　一　，苧　；，乳＿　…T一　，守で一暑爵宅嚇匁騨局ミ“P‘ドマ　ずも一牒←窟弘郊卜

11年度1’1，57Z176，（1．97％）

　　　14織092t（929％）

平成68ち261t（8・32％）

12鞭11鋼，837，（2．01％）一・

　　　陣27t（1α47％）

弓

’，藤佃閏

6，493t

1，585，776t
（2．34％）

　収集搬入量

ヅ1撒18t

6，578t

969，1壬～5t（噺1，6◎％）

嚇」口置岬　㌧．凱溜蝋帰触国詞沸幽嚇客亭伽画が柵圃鱈無躍綿’出剥

　　　　　　　繍謡曲綴ノ

5，217t

平成67哉199t（・0．45％）殉難鯉1£§臨監瞬＿

13鞭11，、。9，155，（0．33％）一諒一翻幅一

収集搬入量

1，656，964t
（2．26％）

収集搬入量

1，662，064t
（0．31％）

として再利用・再生利用される量）の合計

です。

　平成14年度のこみ排出量は、約158

万6千トンで、これは平成13年度に比べ

ると約2万3千トン（14496）減少して

います。過去5年間のデータでは初めて

の減少でした。

　今後とも、横浜G30プランに基づき、

こみの減量化、資源化を市民、事業者の

皆さんと一緒に進めましょう。

［L5名909t←“41％）
4，889t

平成園圃墜饗二型目隠載鮎魎繍＿
14年膨1，585βゆ7慮綿｝磁麟毒1　・鋤

　　　し51，979t（一1．76％）

収集搬入量

1，637，886t
（一1．45％）
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ま＿一家麺こみをはじめとする横浜市が収慧

壽ぎ著した酌の量と燗冷業欝が収告

齢集する、事縣こみ曝を合わせた旗

翻灘』副紳灘
　　真「資源となるもの」から資源化に適

　　・さないもの（異物など）を取り除い

　　た後の、実際に再利用・再生利用す

　　ることのできるものの量です。頓

　　「きみ排出量』とは・蟻撫軸輪衡耀

　畿籍「収集搬入量」から「資源化量」を

　転引いたもので、全量が焼却もしくは

弓一 ?ｧ処分となります。　・眠，、宜　　’繋

　　　　　　　　　　　　ドリか
　　　　　　　　　　　　　り”　　　　　　聴デー・『
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　温暖化が地球の環境破壊を進めている元であることは、すでに

周知のとおりです。その温暖化は、私たちの生活が急激に電化さ

れたことも一因になっています。

●神奈川県、横浜市からの提案

　今年の夏は、原子力発電の停止により、首都圏の電力不足が危

ぶまれています。電気を利用している私たちも創意工夫により、

積極的に節電に取り組むことが重要です。

　また、これを機に「暑さを冷房でしのぐ」暮らしから、「夏は夏

らしく過ごす」暮らしに、ライフスタイルを見直していきたいと考

えています。

　そこで、横浜市では、神奈川県等と共同して、次の事項に取り組

むことにより、ライフスタイルの見直しを、全国に向け発信してい

きます。
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●取組の内容

（1）県および市が「夏のワーキングスタイル」を実践します。

●夏のワーキングスタイル

　・冷房温度28℃　・軽装での執務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　億●実施期間

　　6月22日（夏至）から9月23日（秋分）まで

（2）県・市民、事業者、自治体等に「夏のワーキングスタイル」　4

　　の実践を呼びかけます。

（3）新しいライフスタイルの提案を市民や事業者に呼びかけ

　　ます。

O
準準拶鱗i宗謙譲

●8月2日（土）

・センターリサイクルinせや

　瀬谷区　ニツ橋公園

　時間：午前9：00～12：00

　※雨天中止、車て搬入可

回収品目

　新聞紙、雑誌、段ホール、紙パノク、

　古着、古布、毛布

問い合わせ

　環境事業局瀬谷事務所

　TEL　364一◎56蓬

●8月3日（日）

※雨天実施

回収品目

　新聞、雑誌、雑紙、段ホール、牛

　乳パノク、繊維類、小物金属、リ

　ターナブルヒールびん

問い台わせ

　環境事業局青葉事務所

ドεL97昏⑪⑪器

1●8月3日（日）

1●繋彰韓辮際

i・泉区センターリサイクル
i　環境事業局泉事務所構内

i　時間：午前9：00～12＝00
　
　　※雨天実施、車で搬入可

新聞、雑誌、段ホール、紙パノク、

i

　古着、古布、毛布、カーテン、着物、

　酒ひん、ヒールびん、アルミ缶、ス

　テール缶、小物金属

問い舎わせ

　環境事業騒騒事務所

　TEL　803－5191

●8月10日（日）

・かながわセンターリサイクル1

輪累荒翠霞　　1
　時習＝午前10：00～午後1：00

　※雨天実施

回収品目

難い禽わせ

　エコライフかなかわ

　TEL　413－3196

●8月17日（日）

・旭区センターリサイクル

　環境事業局旭工場内

　時間：午前9：00～12：00

　※雨天実施

回収品目

新聞、雑誌、段ホール、紙パック、

繊維類、リターナフルひん、アル

ミ缶、スチール缶

新羅段桝恥騰1闘膿熱事務的
古布、白色トレー、リターナフルびん　　i　賢…L9δ3懸鯛

朋」リサイクルテザイン⑤ No　107　20038
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　「鉄くず」回収の家業を継いで、父　ず一と見てきたので、ほっておけなか

との二人三脚で仕事を展開し、現在は　　つた。夢を追いかけるのか　。家を守

工場プラント解体　廃棄物処理など忙　　らねばと思い家業を継いだんです」

しい毎日を送る小松さん。実は元々パ　　　つらいと思ったことはつ「仕事その

イロットをめざしていたといいます。　　ものでは、つらいと思ったことは一度

転機が訪れたのは、大学2年生の時のこ　　もないんですよ。ただ唯一つらかった

と。父が突然病気で入院したのでした。　のは、一時期仕事のやり方で父との間

　「親父の手伝いをしながらその姿を　　で葛藤があったことですね」

懸鱒隠蟹「題難喩蕪塞翁灘

。

’
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　　　「幼い頃から海のそばで育ったので、

　　海に来ると落ちつくんです」休日には

　　愛用のクルーザーで大島や神津島まで

　　も出かけていきます。人との付き合い

　　を大切にしている小松さん、クルーザ

　　一仲闘ばもちろん、プロ野球や異業種

　　のた趣んの友人がいます。これまで

一の人蜜紬劉・残り饗搬に勲て
轟　灘一・嵐諾　　紳騨”ケ》副同無難
　　　　　　　　　、　　　　　　。懇琶
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箋　　　　　　　　　難難難
　　　　　　　・　　　　　　藝　　・駁

甲曇

盤粥

　　　　　　　　糊

詠歎騒驚懲えば最終処分場が無くなってきて

篶一　　㌔幕監　　　　　、転換期だと思いますよ。多種
舞　　玉　属戯，　多様な人たちと付き合いヒントをみつ
　　　　　　　す　　　　　　　　ドあにドだルゆなゐ

　嚢搬　漁．　轟縫上懸、ていく時代だと思います」23歳

　　　　　　　　　　　　も大学卒業後、自然と後を継ぎ

　　　　　　　　　　　｝仕事をしています。頼もしい仕

　＿、・ゴ　。野，，噸。潴　が増えました。

　　　　　「海は刻々と変わる、商売も同じ。環

　　　　　境に応じた対応が必要」海から人から

　　　　　多くのことを学んできました。

　　　　　　子どもたちが幼い頃、貴重な休暇を

　　　　　取りホテルを予約しても子どもが熱を

　　　　　出してキャンセルすることが度々。そ

　　　　　こで思い切ってキャンピングカーで北

　　　　　海道へ出かけて以来、家族で全国ほと

　　　　　んどをキャンピングカーで回ったとい
隷の・熱もさらりと話す小松乱

　　　　　毎　卑イクル業界のこれからの展望はつ

　　　　　　　～かしいですね。廃棄物業に関し

　　リサイクルボーイ・

　　トイレットペーパーは、

　こみが出ない芯なしロール。1灘

　しかも専用ホルダーでは

　なくふつうのホルダーで

　　　　使えます。　　　礫

驚難

　　　囑甘露鵬懸設備乳価螢細遊資憎愛流記．

灘鐵繭騰謙麟曲論遡謬罐嗣催藪淫祀繭器握二二聡饗応．

　　　　　再生紙なのにソフト。

　　　バージンパルプのティッシュよ

　　お肌にやさしい1愛用者の某リサイ

　　クルデサインの関係者いわく、「ティ

　　ッシュを使うと鼻の下がこわこわにカ

，　るのに、このトイレットペーパーだ
叢　　　大丈夫なの」（実話です）
。藁譲
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隅海事瓢膿慰一躍一
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ワ　　一

　　にするとずっしり重い。

れもそのはず、ふつうのトイレッド

ペーパー（シンクルで60m）の2倍

以上の長さ（130m）です。「使って

も使ってもなくならないんですね」

　の声も寄せられるほど（もちろ
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●こ注文・お問い合わせば

横浜市資源リサイクル事業協同組合

電話　045・316・4050

閣

FAX　O45・316・6050

No　107　20038 0月刊リサイクルデザイ・



舞劉マ磯クのこと
　参力口者は、秋桜の会の会員を含む一般市

民39名。こみ問題について知識豊富な人、

関心はあるけれどあまりよくわからない人、

さまざまです。まず、予備知識の確認とし

　　　　　　　　　　て組合制作のビデ

　　　　　　　　　　オ『未来を生み出

　　　　　　　　　　すリサイクル』を

　　　　　　　　　　見たあと、講座開

　　　　　　　　　ダ始です。

　　　　　　　　　　武松「みなさんが

　　　　　　　　　　小さかったころ、

　　　　　　　　　　ビデオにあったよ

うなリサイクルは当然やっていましたよね。

今も、きっとみなさんはできることはちゃ

んとやってくれている。でも、こみの量は

　　　　　、

減らず、リサイクル率はなかなか上がりま

せん。事業者のひとりとして言わせていた

だきますね。私たちはこれ（一枚の紙を手

に）をこみとは思いません。原料なんです。

なぜ細かく分別するのか、それは、資源と

して有効に再利用するためです。たとえば、

食品トレーの裏にいくつかの記号があるの

をご存知ですか」

参加者A「工一ッ、知らなかったわ」

参加者B「そうつ　私は知ってた」

武松「プラスチックにもいろいろあって、

表示には7種類あります。あまり細かいこ

とはいいんですが、少しずつガンバって分

別の知識を深めてください。それから、ダ

イオキシンや環境ホルモンについて知りた

ダイ三二シン⑳ζと……
いとのことですが、どちらも、はっきり言

って詳しいところはわかっていないようで

す。研究者も、言うことは十人十色。永年

の蓄積がなければ人体への影響はないなど

と言われますが、やはり、不安はぬぐえな
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　　　1）お買い物には

　　　マイバックを持参

　　　してください。

2）食材選びは、できるだ

けまること食べられる安全

なものを選び、買いすぎに

は注意しましょう。

3）調理中、食べられる部

分まで、こみにしていませ

んかつ上手に調理しておい

しくいただきましょう。

　　　　　　　　　5）水のムダ使いはしていませんかつ
減に気を配り、鍋16）妬でる順序を工夫することで、

底から炎がはみ出套印璽ネCook［ngを心がけてください。例えば、野

7）野菜を洗うとき、歯ヲラシを

利用したり、汚れた食器類、調理

器具を洗うとき、ゴムベラや新聞

紙を使って、油分をふき取ってから、

洗います。これは、できるだけ、

洗剤の使用を減らし、環境にやさ

しい、たわし類

を利用して洗

い物をします，

洗剤の代わりに

米のとぎ汁、

てし、なし、か・確：菜を繋るとき、アクのすくなし、ものから瀟で

　画してください。瞑ることで、水やガスエネルギーの節約ができます。

　　　　　　　　譜　＆　　　＿　麟　＿　㎜　＿　囲　備　聯。　噂　脚　糊　網，胆．＿　鯉　＿　＿　＿　騨　囎

　　　　　　　　　　　　　　　　8）もし、お料理が食べきれず’残つ
　　　　　　　　　、しη　てしまったら、上手に保存して食べき

　　　　　　　　　禽，・　　　　るようにしますが、このとき、冷蔵庫・

　　　　　　　　　　　　　　に入れて、うっかり忘れてしまうことが、
　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　1　　　よくあるようです。日頃から、冷蔵庫の整理整

　　　　　　　　1　　　頓に心がけ、消費期限のチェックも忘れずにl
　　　　　　　　l　　　9）お料理が完成したら、どんなものが、こみと

麟 潮懸）

　　麺のゆで汁を利用　　　　　艶
　　　　　　　　　　　　　　　　翁蟻　葺」　　することもお薦めです。

してでたか、チェックしてください。食べら

れる部分があれば、次回、それをテーマに料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Σ理法を考えてみましょう。また、資源こみに

ついても、買うときの工夫について、見直し・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…をしてみてください。

　10）最後に、感謝の気持ちで、楽しく、

　おいしくいただきましょう。
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亀　　　　　　　　蓮　　　　》　　、，ド

診囚圏忌、こご歯
ン・@　　　　　　　　辞売麟　　・　・1

臨ぺ鑛翻欝運脚獣・潔認
一1轟もだめ忌蜘だめで曙鍵蔓磯

　　∴動ら・愁綱難韓騨黙礼、

羅繋繋1紅絹
　　　　ちゃった」　　　　　　　　　　　　　　　　編κ勧胚

な和やかな雰囲気のなか、お開きと

　　　　　　　　　　　　　　　騨；翫轡墨田の剛志悩再生駆瞳だ編一難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色を塗∂だ璽樽頁艦齢顧漉袋を付げ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たりすると豪華さが増します。9月は着物リフォー
武松「おっと・おどかすつもりはなかった　　ム教室、11月には古布の縫いくるみと根付け作り、

のになあ（笑）」　　　　　　　　　　　　来年12月越はやはり古布の袋物を作ります。

　　　　　　　　地域で地麗な懇懇を

　消費生活推進委員のOBが自主的に生

涯学級として再スタートを切ったのは、

この秋桜の会が市内第一号なのだそう

で「これは、自負できるんですよ」と

代表の関口より子さん。これまでは行

政に従っていればよかったけれど、い

ざ自分たちですべてやるとなると想像

以上にたいへんとか。「でも、自分たち

が本当にやりたいことをできるんですよ。

意思の疎通もすんなりできる関係だし」

と笑顔を輝かせる会員たち。助成金も

何もないので、フリーマーケットなど

も主催して資金集めに奔走しますが、

その“あがり”で何をするかといえば　。

半額は社会福祉協議会に寄付し、残り

は町の美化に遣うのです。プランター

を買って自分たちで作ったコスモスの

花の造化をあしらい、こみの不法投棄

に悩む場所をきれいにしてそこに置く、

そんな地道な活動を長く続けていくの

が会の目的。知っていること、できる

ことを生かし、地域に、地球の環境問

題に貢献していきたいと考えるパワフ

ルな秋桜の会、今後の活躍が楽しみです。

りサイクルデザインサポ一白一

協力会員募集1
●横浜市鯛リサイ勿レ二業二二組合：　　　　f、

　（リサイクルデザイン発行憩体）では、協力会員（通　E

称リサイクルヂザインサ軍一ター）を募集しています。

リサイクル・環境教育衝づくりに関心のある方、唖然

環境との共生にお知恵のある方，リサイクル虚報誌凋凝，

刊リサイクルデザイン」を通じて、リサイクル問題の「”

現状やゼ「婚環型韓藍よこはま」づくりについて、一

緒に考え墾甚してい讐だいと考えて榛零す。　　　・

リサイクルデザインサポーター登録の方へは、三寸、

べ：ントのこ案内や撫報誌「月刊リサイクルデザイン輩

を薯昼無料でお送りいたします。

●申込方法　　・　　　　ゴ霊
お申込は、FAX・メール、またはお電譜で、下記資料講求：先へ

蒔ご住所　2お名前　3電話番醤　4「リサイグルデ

Flザインサポーター申込希劉とこ璃記下さい、新り返

し申込書をお遊〉いたし豪す。

●資料請求先　　　　　　∵　　　　　評

横浜市資源リサイクル事業脇同組合　　軋

㌧　電話　　（｝45－316－4050

　FA×　Q45・316－6Q50
Eメール的ail＠recyOledeSlgn　or工P，・
●鯵力0灘竃毒霞。鮒　　　　　　　　　　　　　　＾『

1横浜帯鱒にお住まいの個人および國体（集団

國収実樋國体・市罵圏体惣ど）の方

2私たちの活動をこ理簾ご支援していただける方

3ご本人の入会意思と、正組合員の推薦　　　　，

4騰退は原則自由です

5入会盆や探会費はありません

’　＼

喉：

孖ﾂ、講日露
　　a◎◎2年属籍國リサイウルデザ矯膨ψ数鷺慈ム⑳

・li環境翁忌認入賞作品を面縛月隷ジサイクルヂザイ『，

No　107　20038

〆かi謙譲

蔵紐をしばればまるご

1巻ぎの長さ90m

バラ売り

箱売り

G箱50巻）

1～9箱

結

価格

こ
む
す
び

1巻250円

等箱1150◎円
く1巻23◎円）

τ箱950◎円
（1巻19◎稽）

詔

10箱～

　　輝
1～6巻400円
7巻～600円

価椿に

含謙れます

お申し込み　　横浜市資源リサイクル事業協同組合

お問い合わせTELO45－316－4050　FAXO45－316－6050

小結くん販売場所／●横浜市金沢区・緑区・中区・都筑区

の区役所売店　●グリーンバサール（南区）●ブックショップふ

れあい戸塚店（戸塚区ダイエー横）・大船店（鎌倉市小袋谷）●

コミュニティストアすずきや（戸塚区）●エコロジーショップエ

ッセンス（中区）●御菓子処おきな堂（神奈川区）●村松商店（鶴

見区生麦4－10－17）　　　　販売してくださるお店募集中！

0月刊リサイクルデザイン



櫛●
　　　　R匠（》噸（L匿

　　　　Design

リサイクルデザインのロゴマーク

　2つの円形は血管を表しています。右の赤

い円形が動脈、左のにじんだ円形が静脈。私

たちは、産業全体の申の静脈部分を扱ってい

ますが、静脈の正常化だけでなく、動脈の正

常化も同時に目指していきたいと考えます。

◎リサイクル標準価格表　2QO3梅毒警

1　品　名
買入価格 業者の売値
1キロ当たり 1キロ当たり

新聞 ＊＊＊ @　　　0円 5～6．5円

雑誌 ＊＊@　　　0円 2．5～3円
段ボール ＊＊@　　　0円 3～3．5円
衣類くず ＊＊ @　設定不能 0～1円
アルミ缶、 ＊＊＊＊ P0～15円

＊集団回収には「買入価格ユを適用、、．＊＊有料

＊＊串有料の場合あり＊，＊＊＊スチ藁ル缶と選別済の緬格

★500キp以上集団回収する団体の適南価格です。

取引条件により多少変化します。

★事業所から発生したものは集団回収の対象になゆまt熱。

　事業所ことに業者と直接ご相談ください6

★集団回収以外の段ポール嘩1嵐洞3000円以上の手数
　料がかかります。段ボールは必ず束ねて出してください。

簸．　足長多芸、　麹藤　　欝　　懸鍵鍛蟹
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FAX　O45－316－5122
Eメールmai1＠recycledesign．or．∫p、

　　リサイクル組合では、地域や学

校などのこ要望に応じ、出前講師
を派遣します。ご希望の方はぜひ

こ相談ください。

問合せ　TEL　O45－316－4050
　　　　　出前講師派遣状況

ご日時

2／18
3／11

3／20

3／20

5／16

幅
藤
壷
選
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四囲鎧うにリサイクルされ尊）、．

麟轟蕪し論響1こ智簿

偽繋。

ゴ躍－

　論難無＿＿醐

が描かれています。．ぜひ

リサイクルの学習等にご∫

活用くだすい♂窓．．r　　ヅ

●ビデオデープ賃し出し、ご購入の

　お問い合わは下記まで。

　横浜市資源リサイクル事業協同組合

　　　’「ELO45禰316瞠4050
　　　FAX　O45‘316－6050

旧刊リサイク几デザインは次の場所に置いてあのます

●マリンスポーツデスク・リップル（鶴見力ミン5F）●グリーンバザール（南区六ツ川）●ブックショップぶれあい戸塚店（ダイ立｛横）・：大船店

●地酒　篠原屋（港北区篠原）●エコロジーショップエッセンス（中区麦田町）●神奈川銀行瀬谷支店・本牧支店●安田火災海上保険横浜支店●東

京ガス環境エネルギー館●マルエツ井土ヶ谷店・大倉山店●相鉄ローゼン耳ツ境店・港南台店・大口店・二俣川店・緑園都市店・いすみ中央店・輿

手台店・白根店食品館・モザイク港北店・六ツ川店・釜利谷店・和田町店・左近山店・瀬谷店・いずみ野店・弥生台唐・笹山店・東寺尾店・冨岡唐織、、
ひかりが丘店・希望ヶ丘店・並木店・南まきが原店・中田店・南瀬谷店・ひなた二二・磯子店・オルト新子安●マイカル天王町サデ履店●ジャズコ、

駒岡店・金沢シーサイド店●自然彩食（名古屋）●まじょらむ（港北区綱島）●オーガニックスペースかれん（港北区大三山）■カブェ杜（港北区

日吉）●きまま舎（緑区霧が丘）●うどんカフェ（青葉区こどもの国）●横浜国際ホテル（西区南幸）●さくら歯科クリニック（オ→ケー港北ニュ．

一タウン店2F）●リサイクルショップ「トロワの森」●横浜国立大学生活協同組合大学館店・工学部店●神楽川県中小企業団体中央会く中区尾上町）
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